
























































































































































































































































































































































































































書 評 323 
このような見方は評者の仮説にすぎないが，いずれにしても，金融政策
の事実上の不在と４９年の景気後退という小さな犠牲とで，第二次大戦直
後のインフレがうまく鎮静された理由について，欲をいえば，もう－歩突っ
込んだ分析があればよかったのではなかろうか。
以上，河村氏の二著書について，かなり率直な疑問や批判などを記して
きた。しかし，そのことは，前述のように二書が貴重な文献として高く評
価されるということと矛盾するものではない。この書評がアメリカ経済の
分析のいっそうの進展を願ってのものであることは言うまでもない。
